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聖

シ

ウ

ス

の

妻

レ

ア

ク

松

原

秀

「
聖
ア
レ
ク
シ
ウ
ス
伝
」
は
仏
文
学
史
上
最
も
古
い
文
学
作
品
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
価
値
も
又
高
い
事
は
衆
目
の
一
致
し
て
認
め
る
所
で
あ
る
。
最
近
の

中
世
文
学
の
技
法
研
究
の
進
展
は
こ
の
作
品
に
ヴ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
の
影
響
、
も
し
く
は
カ
ロ
リ
ン
ガ
ラ
テ
ン
殺
事
詩
の
技
法
の
反
映
を
見
る
計
り
か
、
従
来
は

文
学
的
意
図
を
見
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
文
書
に
も
修
辞
学
的
構
造
を
発
見
し
、
「
ス
ト
ラ
ス
プ
ー
ル
の
誓
約
」
の
中
に
す
ら
修
辞
学
的
な
創
造
を
見
る
程

で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
於
て
も
「
聖
女
エ
ウ
ラ
リ
ア
伝
」
「
聖
レ
オ
デ
ガ
リ
ウ
ス
伝
」
「
ク
レ
ル
モ
ン
写
本
の
キ
リ
ス
ト
受
難
」
等
の
紀
元
千
年
以
前
の
作
品
か

ら
、
千
四
拾
年
と
推
定
さ
れ
る
「
聖
ア
レ
ク
シ
ウ
ス
伝
」
へ
の
移
行
に
は
質
的
な
飛
躍
が
あ
る
と
云
え
よ
う
。
乙
の
作
品
は
、
そ
の
六
二
五
行
と
云
う
長
さ
の

点
で
も
一
→
四
行
の
皆E
Z

開
口E
S

伝
、
二
四
O
行
の
∞
巳
E
Z
m
R

伝
等
そ
れ
以
前
の
俗
語
の
聖
者
伝
に
対
し
て
、
は
っ
き
り
差
を
示
し
て
い
る
。
聖
者

伝
は
司
2
2
S
Z
ω

に
よ
る
ガ
リ
ア
の
守
護
聖
人
曽
冨

ω
2
g

伝
以
来
、
絶
え
ま
な
く
書
か
れ
、
九
世
紀
に
入
っ
て
自
民
q
E
o
m
g
の
普
及
に
よ
り
盛
ん
と

な
り
殉
教
聖
人
の
み
な
ら
ず
至
福
者
伝
も
含
む
所
謂
－b
m
g丘
0
2

も
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、

乙
の
極
め
て
早
く
俗
語
で
も
拡
ま
っ
た
聖
ア
レ
ク
シ
ウ
ス

伝
は
、
初
期
の
聖
者
伝
中
で
も
迫
害
者
も
悪
魔
も
拷
問
も
超
自
然
的
奇
蹟
も
物
語
ら
ぬ
点
か
ら
も
独
特
の
位
置
を
占
め
る
。
但
し
、
奇
蹟
の
不
在
は
中
世
フ
ラ

ン
ス
語
に
よ
る
聖
ア
レ
ク
シ
ウ
ス
伝
を
伝
え
る
十
四
写
本
中
、
最
も
古
い
型
を
伝
え
て
い
る
十
二
世
紀
の
四
写
本
（
一
つ
は
十
三
世
紀
〉
に
依
る
も
の
で
あ
っ
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て
、
同
じ
ラ
テ
ン
語
の
典
拠
に
よ
り
乍
ら
も
、
乙
の
シ
リ
ヤ
起
源
の
聖
人
伝
は
時
代
の
変
遷
に
伴
っ
て
、
異
同
を
示
し
て
い
る
。

乙
の
聖
者
伝
を
伝
え
る
中
世
フ
ラ
ン
ス
語
の
写
本
は
以
下
の
十
四
で
あ
る
。

略
号

所
在
地
整
理
番
号

考

備

~ 

（F
ω
B
8江
口
m
o

写
本
）
十
二
世
紀
。
現
在
ハ
ノ
l

ヴ
ァ
、
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
聖
ゴ
ド
ア
ル
ド
教
会
蔵
。
十
七
世
紀
に
イ
ギ
リ
ス
の
修
道
僧
に
よ
っ

て
ラ
ン
プ
ス
プ
リ
ン
ゲ
ン
修
道
院
に
斉
ら
さ
れ
た
。

>

（
〉
由FE
B
E
B

写
本
）
十
二
世
紀
。
ア
シ
ュ
パ
l

ナ
ム
卿
旧
蔵
。
現
在
パ
リ
国
立
図
書
館
（
Z
・
ω
£
・
品
8
3

9
R
F
目
Z
Z
S
2
5
Z
主
o
s
－0
・
戸
崎
・
5
S
3

十
三
世
紀
。
旧
聖
ジ
ェ
ル
マ
ン
修
道
院
写
本
5
8
0

（
〈
白
色
g
p
n
a
o
M
4
E・
－
巳
・
印
印ω仏
）
十
二
世
紀
、5
N
U
年
冨
R
S

立
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。

炉ti<en 

Q
R
F
回
・
Z
・
同
・
同
・H
N
h
H）
旧
E
S
－b
B
O
E
g
N

番
写
本
。

（
忠
岡
山
田
・
回
－

Z
・
戸
崎
・
H
a
ω
）
十
三
｜
十
四
世
紀
脚
韻
S

の
伝
承
を
脚
韻
に
改
作
し
て
い
る
。

- 84 ー

冨
II) ~ 

（P
E

回
目
。
写
本
）
十
三
世
紀
。
同
右

む
ω 

（
思
同
日
夕
回
－
z
・
同
－
F
H
8
3
十
五
世
紀
初
頭
。
十
二
音
綴
。
四
行
単
韻
（
以
下
六
写
本
共
に
）
。

。

。ー

Q
R
F
回
・
Z
・
同
－F
H
∞
2
・
8
0

・
吋
8
3
十
五
世
紀
末
。

f? 

Q
R
F
回
・
Z
・
同
・
同
－H
∞
∞
ゲ
自
の
・
斗
∞
∞

ω
い
・
ロo
－ω
B
R
S
K
5
3。
十
六
世
紀
。

安

（
同M
R
F
一
回
・z

－
F
同
・5
H
N
戸
8
0

・
加
者

H
L
b
E
O
E
p
m
N
H
）
ア
レ
ク
シ
ウ
ス
伝
を
二
篇
伝
え
る
。

~ 

（
回0
8
5
8

図
書
館
蔵
）
十
五
世
紀
。

CJ ..... 

（K
P
R
S
図
書
館
斗
宗
番
写
本
）
旧
聖
巧
g
a

修
道
院
蔵
。
一
四
七
二
年
に
書
か
れ
た
も
の
。

む
司コ

（
司
自
旦R

氏
所
蔵
）
一
四
七
0
1
七
一
年
に
書
か
れ
た
も
の
。



と
の
他
に
寄
ロ
O
V
E
R

断
片
と
呼
ば
れ
る
も
の
が

M
O
E
尽
－g
a
m
－e
g

弓
に

F
g
n
v

∞
の
整
理
番
号
で
伝
わ
っ
て
い
て
、
乙
れ
は
P

写
本
と
同
系

列
と
さ
れ
て
い
る
。

広
く
校
訂
版
で
親
し
ま
れ
て
い
る
「
聖
ア
レ
ク
シ
ウ
ス
伝
」
は
上
記
十
四
写
本
中
の
「
〉
・
〈
・
司
の
四
写
本
に
残
る
も
の
で
古
く
は
フ
ラ
ン
ス
に
初
め
て

岡
、ω
n
v
g
gロ
の
校
訂
法
を
伝
え
長
く
模
範
と
さ
れ
た
の
・3
丘
中
司
自
旦
2

の
校
訂
か
ら
の
・
E
同
町
に
よ
る
の
・
司
・
冨
－
k
p版
、
冨
g
E
2

版
、
∞
昨
日
ミ
版
（
一

九
四
三
年
版
と
一
九
五
八
年
国
宮
島
調
。
弓ω
胃
g

－o
v
Z
出

ω
5
g
J
ま
で
の
諸
版
に
よ
っ
て
広
く
識
ら
れ
て
い
る
。
S

写
本
は

M
M
E
m－M
M
g
E
2
に
よ
っ
て

問
。
含
色
。
ロ
山
E
2
3

－
宮
内
宮
凶
口
白
色
合
町
と
云
わ
れ
る
も
の
で
筋
に
か
な
り
の
増
補
が
見
ら
れ
る
。
二
つ
のM
写
本
は
半
階
音
（
8
8
5
R

ろ
を
脚
韻
に
書

き
直
し
た
も
の
で
司
R
2
・3
5
5

に
よ
っ
て
問
。
E
a
g

江
田
宮
内
宮
出
口
町
民
主
。
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
。
七
つ
の
Q

写
本
は
E
B
E

の
手
で
校
訂
版

が
作
ら
れ
一
八
八
七
年
に
上
記
の
諸
校
訂
と
共
に
一
冊
本
と
し
て
公
刊
さ
れ
、
そ
乙
で
は
思E
a
s
g

告
白
骨E
吉
田
弘
首
自
身
吉
明
日
。
ロ
。
江
田
g

内
田
口
出
守

包
含
『
と
云
わ
れ
る
。
尚
、
十
三
世
紀
に
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の
司
教
T
g
v
g
ω

〈
。g

住
居
に
よ
っ
て
書
か
れ
、
「
レ
ゲ
ン
ダ
・
ア
ウ
レ
ア
」
の
名
で
広
く
識
ら

れ
て
い
る

F
o
m
g
E∞
目
立
。
E

自
も
乙
の
話
を
伝
え
回

g
g

白
山
田
の
ヨ
ロS
E
E
m

の
∞
官
。
巳
ロ
目
E
m
昨
日
正
。

語
で
韻
文
の
聖
ア
レ
ク
シ
ウ
ス
伝
が
書
か
れ
て
い
る
。
十
四
世
紀
のF
O
叶
O
B
Z
－
骨
の

E
2
8
8

に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
と
れ
等
か
ら
又
俗
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中
の
八
音
綴
で
書
か
れ
た
九
九
二
行
の
聖
ア
レ
ク
シ
ウ
ス

伝
は
こ
の
後
者
の
系
列
の
も
の
で
あ
る
。

聖
ア
レ
ク
シ
ウ
ス
伝
説
が
広
く
民
衆
に
好
ま
れ
た
事
は
ワ
ル
ド
派
を
興
し
異
端
と
し
て
追
求
さ
れ
た
リ
ヨ
ン
の
商
人E
2
3
e
J
U
R

可
2
2
m

〈
包
含
帥
）
が

或
目
、
聖
ア
レ
ク
シ
ウ
ス
伝
が
語
ら
れ
る
の
を
聴
い
て
感
泣
し
た
乙
と
が
、
家
業
を
捨
て
「
リ
ヨ
ン
の
貧
者
」
と
し
て
伝
導
者
と
な
っ
た
契
機
で
あ
る
と
す
る

伝
承
か
ら
も
窺
わ
れ
る
が
、
近
世
に
も
乙
の
聖
者
伝
が
語
ら
れ
て
い
た
事
はE
5
0
r
g
k
a

ぽ
校
訂
者
の
一
人
同
・
冨
・
冨2
旦
2

師
も
幼
時
の
想
出

と
し
て
記
し
て
い
る
。
乙
れ
程
広
く
親
し
ま
れ
育
く
ま
れ
た
と
の
聖
者
伝
は
、
し
か
し
、
或
る
偶
然
に
よ
っ
て
西
欧
に
斉
ら
さ
れ
、
し
か
も
細
か
く
見
る
な
ら

ば
、
西
欧
に
は
異
質
的
な
側
面
す
ら
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
ま
ず
こ
の
伝
説
の
経
路
を
辿
っ
て
み
た
い
。



伝
説
の
西
漸

こ
の
聖
者
伝
の
最
古
の
型
を
伝
え
る
の
は
紀
元
六
世
紀
前
半
に
書
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
シ
リ
ア
語
の
写
本
で
あ
り
西
欧
で
は
寄
豆
島
冨
ロ
8

ロ
自
に
写
本

が
三
部
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
エ
デ
ッ
サ
の
町
に
司
教
同
与
巳
ω

（
四
一
二l
四
三
五
）
の
時
代
に
住
ん
で
い
た
無
名
の
聖
者
の
伝
記
で
あ
っ

て
、
シ
リ
ア
語
に
よ
る
八
写
本
の
比
較
研
究
を
し
た
〉
－
K
F
E
E
E
は
恐
ら
く
実
話
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
そ
の
内
容
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

「
富
裕
に
生
れ
富
へ
の
嫌
悪
を
貧
へ
の
愛
に
変
え
た
聖
者
の
生
涯
を
語
ろ
う
。
聖
者
は
清
貧
と
無
欲
の
使
徒
で
あ
り
結
婚
か
ら
も
色
欲
か
ら
も
身
を
守
り
、

神
の
為
に
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
如
く
喜
々
と
家
を
捨
て
た
。
そ
の
完
徳
は
言
葉
で
は
云
い
尽
せ
な
い
。

聖
者
の
両
親
は
ロ
i

マ
の
誉
れ
高
き
家
柄
で
あ
っ
た
。
長
く
嗣
子
を
得
な
か
っ
た
が
神
に
祈
り
男
子
を
得
た
。
乙
の
世
の
栄
誉
は
生
れ
る
と
豊
か
に
子
供
に

授
け
ら
れ
た
が
、
乙
の
空
し
き
飾
り
は
両
親
に
し
か
意
味
を
持
た
な
か
っ
た
。
学
齢
に
な
る
と
大
勢
の
召
使
に
伝
ず
か
れ
学
校
に
通
っ
た
が
と
の
世
の
空
し
き

び
、
町
中
を
華
燭
の
宴
に
招
い
た
が
、
花
嫁
の
到
着
を
前
に
花
婿
は
付
添
人
を
説
き
伏
せ
港
に
向
っ
た
。
付
添
い
に
馬
を
託
す
と
聖
者
は
シ
リ
ア
に
向
う
船
に

こ
っ
そ
り
乗
り
込
み
、
エ
デ
ッ
サ
の
町
に
着
い
た
。
乙
乙
で
残
す
る
ま
で
彼
は
乞
食
と
し
て
暮
し
日
中
は
教
会
で
祈
り
、
日
の
あ
る
聞
は
断
食
を
し
、
暮
方
に - 86 ー

知
識
に
惹
か
れ
る
事
は
な
か
っ
た
。
両
親
は
彼
が
神
の
選
び
給
い
し
具
で
あ
る
事
を
覚
ら
ず
、
彼
の
愚
直
を
悲
し
ん
だ
。
彼
が
適
齢
と
な
る
と
両
親
は
妻
を
選

教
会
の
入
口
で
僅
か
な
喜
捨
を
得
る
と
祈
に
ふ
け
っ
た
。
必
要
以
上
の
喜
捨
を
受
け
る
事
が
あ
れ
ば
人
に
施
し
た
。
夜
は
腕
を
十
字
に
組
み
壁
か
柱
に
先
っ
て

祈
っ
た
。
一
方
、
付
添
は
彼
の
帰
ら
ぬ
の
に
不
審
を
懐
き
尋
ね
て
出
奔
を
知
り
、
両
親
も
驚
い
て
使
を
四
方
に
送
っ
て
採
さ
せ
、
そ
の
一
人
は
エ
デ
ッ
サ
ま
で

来
て
乞
食
の
姿
の
聖
者
を
見
た
が
気
付
く
事
は
な
か
っ
た
。

彼
の
毎
夜
の
勤
行
は
教
会
の
門
番
の
気
付
く
所
と
な
り
門
番
は
彼
を
問
い
つ
め
秘
密
を
守
る
約
束
で
彼
の
来
歴
を
知
っ
た
。
長
い
年
月
が
経
ち
聖
者
は
病
み

柱
の
聞
に
伏
し
て
い
た
。
彼
の
姿
が
見
え
な
い
の
で
門
番
は
怪
し
ん
で
探
し
に
来
て
彼
を
施
療
院
に
入
れ
た
。
彼
が
残
す
る
や
施
療
院
の
人
は
遺
体
を
外
人
の

共
同
墓
地
に
埋
葬
し
た
。
乙
れ
を
知
っ
た
門
番
は
司
教
の
所
に
聖
者
の
来
歴
を
明
か
し
に
行
き
、
話
を
聴
い
て
感
銘
を
受
け
た
司
教
と
墓
地
に
向
い
墓
を
調
べ

た
が
衣
を
残
す
の
み
で
聖
者
の
身
体
は
消
え
失
せ
て
い
た
」



乙
の
伝
記
は
E
o
g

で
語
ら
れ
六
世
紀
か
ら
九
世
紀
の
聞
に
ピ
ザ
ン
チ
ン
世
界
に
拡
ま
っ
て
い
っ
た
。
乙
の
頃
の
ギ
リ
シ
ャ
語
に
よ
る
伝
記
が
四
写
本
に

遣
さ
れ
て
い
る
。
所
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
l

プ
ル
に
は
既
に
内
容
の
似
た
営
吉
伸

T
g
z
n

包
w
E
Z
の
伝
記
が
あ
り
、
二
つ
の
聖
者
伝
は
混
清
を
お
こ
す

の
で
あ
る
。
E
g
g

の
聖
者
伝
に
云
う
ロ
i

マ
は
東
ロ
i

マ
即
ち
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
l

プ
ル
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
と
の
「
小
屋
住
み
（
N
Q
守
E
d〉

の
」
聖
ヨ
ハ
ネ
は
西
の
ロ
l

マ
の
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
伝
説
の
概
略
は
次
の
知
く
で
あ
る
。

「
聖
ヨ
ハ
ネ
は
ロ
l

マ
の
貴
族
で
あ
っ
た
。
両
親
が
或
日
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
l

プ
ル
か
ら
の
巡
礼
僧
に
宿
を
貸
し
た
。
乙
の
僧
の
質
素
な
生
活
を
見
て
感

銘
を
受
け
た
聖
者
は
僧
の
帰
国
に
当
っ
て
同
行
を
願
い
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノl
プ
ル
で
修
道
院
に
入
っ
た
。
暫
ら
く
し
て
父
の
祝
福
を
得
ず
に
家
を
出
て
死
を

迎
え
る
不
孝
を
難
じ
る
天
か
ら
の
声
を
聴
き
再
び
ロ
l

マ
に
戻
り
乞
食
の
姿
で
父
に
出
会
い
息
子
と
気
付
か
れ
ず
父
の
家
の
傍
に
小
屋
を
貰
い
受
け
神
の
信
仰

一
筋
に
暮
し
た
。
死
を
前
に
身
分
を
明
か
し
た
が
、
乙
の
現
世
を
願
わ
ぬ
聖
人
の
行
い
は
崇
拝
の
的
と
な
り
墓
の
上
に
は
教
会
が
建
て
ら
れ
た
」

と
の
二
つ
の
伝
記
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
l

プ
ル
で
一
つ
の
話
と
な
り
ギ
リ
シ
ャ
語
で
拡
ま
り
再
び
シ
リ
ヤ
語
に
訳
さ
れ
エ
デ
ッ
サ
ま
で
戻
っ
て
来
る
の
で

あ
る
が
、
乙
の
ギ
リ
シ
ャ
語
化
の
際
に
と
め
也

ω

と
両
親
の
名
が
定
ま
る
の
で
あ
る
。
内
容
は
西
欧
に
伝
わ
っ
て
い
る
聖
ア
レ
ク
シ
ウ
ス
伝
と
殆
等
し
い
。

「
皇
帝
ア
ル
カ
デ
イ
ウ
ス
と
ホ
ノ
リ
ウ
ス
の
時
ロ
l

マ
に
明
石
広
E
B
E

と
云
う
貴
族
が
居
て
妻
を
k
p
E
Sと
云
っ
た
。
長
く
嗣
子
が
無
か
っ
た
が
神
に
祈
- 87 -

っ
て
男
子
を
得
k
o
低
5

と
名
付
け
た
。
適
齢
と
な
り
父
は
王
の
娘
を
選
び
結
婚
さ
せ
た
。
式
も
終
り
二
人
が
寝
室
に
残
さ
れ
る
とk
t
o比
g

は
妻
の
許
か
ら

家
を
出
シ
リ
ア
に
向
い
匡
一
8

に
留
っ
た
。
十
七
年
乞
食
に
な
り
信
心
を
続
け
た
が
、
エ
デ
ッ
サ
で
信
仰
を
蒐
め
て
い
る
聖
母
像
の
「
神
の
僕
を
探
せ
」
の

お
告
げ
か
ら
人
々
に
求
め
ら
れ
る
の
を
避
け
ロl
マ
に
戻
り
父
の
家
に
身
分
を
知
ら
れ
ず
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。
十
七
年
を
貧
者
と
し
て
過
し
残
し
た
。
そ

の
時
神
の
声
が
「
神
の
僕
を
求
め
ロ
l

マ
の
為
に
祈
ら
し
め
よ
」
と
命
じ
た
。
探
索
が
難
行
し
再
び
神
の
声
が
明
石
－H
O
E
S
g

の
家
を
示
し
た
の
で
手
に
遺

書
を
握
っ
て
死
ん
で
い
る
と
o
且
g

が
発
見
さ
れ
、
そ
の
遺
書
に
よ
っ
て
生
涯
と
神
へ
の
献
身
が
知
ら
れ
た
。
両
親
と
妻
の
嘆
き
の
裡
に
遺
体
は
聖
ペ
テ
ロ
寺

院
に
葬
ら
れ
た
」



乙
乙
に
成
立
し
た
と
o
也
5

伝
は
東
ロ
l

マ
帝
国
内
に
は
広
く
行
き
わ
た
っ
た
が
十
世
紀
に
な
る
ま
で
全
く
ラ
テ
ン
世
界
に
は
知
ら
れ
な
か
っ
た
。
或
る
偶

法
王
国
g
a
g
g

七
世
は
聖
ボ
ニ
フ
ァ
テ
ィ
ウ
ス
教
会
に
彼
を
住
ま
わ
せ
、

然
が
西
欧
に
乙
れ
を
斉
ら
し
急
速
に
拡
め
る
こ
と
と
な
る
。
ダ
マ
ス
ク
ス
の
大
司
教
∞
R
E
O印
が
政
敵
に
追
わ
れ
九
七
七
年
に
ロ
l

マ
に
難
を
避
け
た
。
時
の

こ
の
東
方
の
大
司
教
の
周
り
に
僧
侶
が
集
ま
り
そ
の
東
方
風
の
簡
素
で
戒
律
の

厳
し
い
生
活
と
信
心
で
人
目
を
惹
く
よ
う
に
な
っ
た
。
後
に
こ
の
教
会
の
修
道
院
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
チ
ェ
コ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
伝
道
の
中
心
と
な
る
。

こ
の
大
司
教
と
お
付
の
ギ
リ
シ
ャ
の
僧
侶
達
は
ロ
l

マ
に
来
て
ロ
i

マ
の
人
々
が
ロ
l

マ
の
（
実
際
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
l

プ
ル
の
）
聖
人
k
a
E

加
を

識
ら
ず
に
い
る
の
を
意
外
に
思
い
ロl
マ
の
人
々
に
こ
の
聖
者
伝
を
伝
え
、
乙
乙
に
ラ
テ
ン
語
に
よ
っ
でK
F
H
O
M
E
m
伝
が
書
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ラ
テ
ン
語

に
よ
る
聖
ア
レ
ク
シ
ウ
ス
伝
で
は
聖
ペ
テ
ロ
寺
院
は
聖
ボ
ニ
フ
ァ
テ
ィ
ウ
ス
寺
院
と
な
り
法
王
は

F
g
号

g
S

訪
と
な
り
皇
帝
も
国

8
2
z
m

と
〉
円
g
e
s

と
さ
れ
た
。
乙
の
聖
者
伝
は
短
時
間
の
う
ち
に
ロ

l

マ
に
拡
ま
り
九
八
七
年
に
は
聖
ア
レ
ク
シ
ウ
ス
の
遺
体
が
教
会
内
の
ど
と
か
に
埋
葬
さ
れ
る
も
の
と
し
て

修
道
院
に
寄
進
が
あ
っ
た
記
録
が
あ
り
、

一O
三
四
年
一
O
三
五
年
に
も
修
道
院
の
守
護
聖
人
聖
ア
レ
ク
シ
ウ
ス
を
銘
記
す
る
墓
碑
銘
が
残
っ
て
い
る
。
後
に

- 88 -

十
三
世
紀
に
入
る
と
聖
ペ
テ
ロ
寺
院
と
聖
ボ
ニ
フ
ァ
テ
ィ
ウ
ス
教
会
と
で
聖
人
の
遺
体
を
廻
っ
て
争
い
が
起
っ
た
。
ギ
リ
シ
ャ
伝
本
に
よ
っ
て
聖
ペ
ト
ロ
寺
院

は
聖
ア
レ
ク
シ
ウ
ス
は
聖
ペ
テ
ロ
寺
院
に
眠
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。
何
回
M
U
F
O
E
s
gの
家
も
発
見
さ
れ
今
に
伝
ね
る
程
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
語
訳
は
一
O
四
O
年
と
推
定
さ
れ
る
が
と
れ
は
大
司
教
の
ロ
l

マ
到
着
の
九
七
七
年
か
ら
僅
か
六
O
年
程
後
で
あ
り
伝
播
は
極
め
て
早
い
と
云
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

伝
説
の
変
質

聖
ア
レ
ク
シ
ウ
ス
伝
の
各
々
の
伝
承
は
多
く
の
異
同
を
示
し
、
そ
の
全
体
を
扱
う
と
と
は
至
難
で
あ
る
。
ラ
テ
ン
語
文
を
基
と
し
た
十
一
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス

特
に
門
問
。
明
。
丘
四
】
昨
日
。
に
於
て
著
る
し
い
が
こ
の
技
法
の
問
題
は
他
日
に
譲
っ
て
乙
こ
で
は
西
欧
化
の
面
を
取

上
げ
た
い
。
こ
の
伝
説
に
超
自
然
的
奇
蹟
が
語
ら
れ
ず
悪
魔
も
登
場
し
な
い
乙
と
は
前
に
も
述
べ
た
が
、
他
の
特
徴
と
し
て
聖
K
E
a
－m

の
性
格
が
あ
げ
ら
れ

語
に
よ
る
も
の
も
そ
の
原
型
と
多
く
の
差
を
示
し
、

ょ
う
。
実
際
乙
の
聖
者
は
東
方
的
聖
者
で
あ
っ
て
伝
説
の
変
化
は
乙
れ
を
西
欧
の
聴
者
に
受
容
さ
せ
よ
う
と
す
る
所
か
ら
お
乙
る
と
ま
で
云
い
う
る
程
で
あ
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i
s
 il 

n’en fait 
samblant, 

Crient 
et 

redoute 
n
e
 l’voisent ravisant. 

D
e
 tout 

a
 mi
s
 e
n
 Jesu 

son 
talent. 

::;s~中
＊
~
~
倒

Alexis
~
試
日
常
ボ

Wl!J更
な
会
主
二
兎
吋
小
出
；
十
亡
、
ふ
牛
田
~
~
~
苦
J
兵
士
三
吋
小
ベ

j怜
吋
時
。

O
r
 se 

c
o
m
m
e
n
c
h
e
 Ii 

her 
a

 porpenser 

6
2
0
 

K
’a 

R
o
m
e
 ira 

sen!pere 
araisoner 

E
t
 e可

grigois
in 

t
e
(
 wise parler 



K
’a 

sen 
r
o
m
a
n
c
 nel 

pora aviser, 

恒
藤
Q
縦
揺

1(<!~
ド
－
~
~
年l面

l-R
初
兵
制
ユ
ベ

J！＠＇.~
'
V
除

f:.z1(<!1-cr-i-O。

K
a
n
t
 ii 

les 
vit 

si 
aler 

sospirant, 

lries 
e
n
 est, 

m
a
i
s
 n ’en fait 

nul 
semblant, 

C
a
r
 ii 

cremit k’ii n
e
 le 

conoissant: 

7
3
0
 

D
e
 tot 

e
n
 tot 

a
 a
 D
i
u
 sen talant. 

“
Jesu, dist 

ii, 
ki 

m
a
i
n
s
 e
n
 Oriant, 

K
e
s
 amisties 

est 
d
e
 
m
釘
e
a

 enfant! 

Chis 
tres 

grans dues k’ii vont por 
m
o
i
 m
e
n
a
n
t
 

7
3
4
 

O
r
 m

’est ligiers, 
si 

I'troverai 
p
e
回

n
t
:

A
u
 grant juise 

m
e
 revenra devant. 

Ajue, 
Dius, 

con e
n
 sont 

desirant !
 

S
’or m

e
 voloie 

faire 
a

 iaus 
conoissant, 

7
3
8
 

Tel goie 
aroient 

onkes n’orent si 
grant.” 

的
時
時
下

J
！
！
削
ト
；
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＇
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主
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長
室
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辺
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ド
飽
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7
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N
’a 

soig 
que l'voie 

si 
est 

a
 Di

u
 
tornお

~~l-0'.R
’
U
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剥
~
令
〈
’
世
’
耐
火
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塙
夜

Jil;lil~年J1-cr-i-O吋
小
日
損
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~
心
苫
’
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Q
！
話
帳
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似
梨
ヤ
。
冨
仲
＃
~
~
！
§
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.
曝
ベ
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時
＇
~
い
悔
掛
印
小
む
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II 
I回

e
s
w
a
r
d
e
,
et 

si 
s’en fait 

si 
m
u
t
 

。
司

。
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K
e
 s’on l’avoit a

 u
n
 grant 

pel 
batut :

 

7
8
0
 

A
 D
i
u
 se 

tient 
par 

itele 
viertut 

K
e
 lui 

n
e
 caut 

d
e
 parent 

n
e
 d
e
 drut. 

走
ど

QJJ!!g€I\U
’ti.k~キl＼

朕
心
穏
吋
t
-
O
Q
\
U
~
時
。
司

d':!!
).j Q
酬
栴

－＼（＜！同
作

Alexis
ベ

J三
重
ド
ニ
ゅ
ベ
）~更

な
舟

{J~語
印
J
起
訴
誌
や
v

。

S
 (v. 

852-855) 
M
.
 (v. 

871-873) 

Q
u
a
n
t
 je 

l'regart, 
m
e
m
b
r
e
 m
o
i
 d
e
 
m
o
n
剖
；

P
o
u
r
 u

n
 petit 

n
e
 l'resemble 

del 
vis. 

Lors plour 
des oels, 

n
e
 m

’en puis 
astenir :

 

<;ou 
est 

Ii 
dels 

dont 
m'estora m

orir.” 

Q
u
a
n
t
 jou 

le 
voi 

m
o
i
 sovient d’A

lexis: 

P
o
r
 u

n
 petit 

n
e
 l'resemble 

d
o
u
 vis ;

 

Li 
dues d

e
 Ii 

m
’ochira ains 

m
e
s
 dis.” 

同d'！；！明
う
る
！
日
昨
~

~1\ .k 
(

 
Chetien 

-AJ側
明

－＼（＜！明
1朕

0
~
）
 
Alexis

包
世
Q
n
現

－＼（＜！拝
？
~
零
：
Q
明
特

J皆
司
。

S
 (v. 

871-882) 

II 
s’abaisssa ;

 as 
pies 

se 
Ii 

cai ;
 

Puis 
le 

baisa, 
se 

Ii 
cria 

merci. 

“
S

ire
”,

dist ele,
“

Q
uel p

a
r
d
o
n
 m

’aves quis
?

” 

“
S

ire ”,
dist ele

“
quel p

a
r
d
o
n
 m

e
 queres ?

” 

“
P

our m
o
n
 malaige quic 

jou 
estre 

e
n
c
o
m
b
r
白
．
”

“
S

ire ”,
dist ele,

“
tout vous soit 

pardonnes.” 

M
.
 (v. 

877-896) 

T
a
n
r
 s’esforcha k

e
 le 

piet 
Ii 

a
 pris, 

Si 
Ii 

cria 
mierchit 

Ii 
D
i
u
 amis. 

“
S

ire, dist 
ele”

de col 
m

’ales proiant ?
 

“
M

a biele 
d
a
m
e
,
 jou 

l'ferai 
entendant :

 

K
a
n
t
 jou premiers vine 

e
n
 te 

cort 
errant, 

σ
コ
σ

＝ 



E
t
 la 

pucele 
les 

a
 bien esgardes, 

S
e
 Ii 

pardonne, 
ele 

fait 
autretel. 

Ele s’ en tourne, cil 
est 

moult 
lies 

remes. 

Iluec 
converse 

issi 
dis 

et 
set 

ans. 

Si 
te 

proiai 
!'hostel 

por 
D
i
u
 le 

grant 

E
t
 por l’am

or Alexis 
ten 

enf ant :
 

A
i
n
c
 puis 

chel 
di 

n ’eus le 
cuer 

goiant, 

N
e
 n
e
 venis 

par devant m
o
i
 passant 

S
e
 m

e
 veisses n ’en alasses 

plorant. 

D
o
u
 ruiste 

duel 
k
e
 vois 

ramentevant 

Meffais e
n
 sui, 

jou 
l'sai 

a
 eschiant. 

Pries 
est 

m
e
 fins, 

car 
m
o
u
t
 vois 

agrevant ;
 

Si 
l'me 

pardone por l'amor 
D
i
u
 le 

grant. ” 

T
a
n
t
 a

 Ii 
sire 

et 
proiiet 

et 
plorat 

K
’eles Ii 

ont 
werpit et 

pardonet 

Ire 
et 

descorde 
et 

m
a
l
e
 volentet. 

A
t
a
n
t
 s ’en tornent, 

k
e
 n’i 

ont plus 
parlet. 

E
t
 il 

remest tos 
sos 

sos 
le 

degret. 

Dis et 
siet 

ans i
 a
 si 

convierset. 
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削
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主
区
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凶
器
印
混
和
吋
小
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制
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程
誌
や
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Q
明
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刊
号
為
’
~
~
（
／
）
叶
＃
Q

T毛
主
主

L
a

pucele 
iert 

d
e
 
moult 

grant 
parente 

Fille 
a
 u
n
 conte 

d
e
 R

o
m
e
 la 

cite ;
 Lesigne 

ot 
non, 

ses 
peres 

Signour
白
；
（

v.
89-91. 

cf. 
8
3
9
）
ベ

j鰍
Q
明
ベ

j蝋
Q
~
守＜
G
明

4与ll話
吋
時
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＿
）
の

叶
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！
！
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Aglae
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 Fille 
Flourent, 

o
 n
o
n
 B
o
i
n
e
 E
u
r
e
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56
）
ベ

J鮒
吋
ド
ニ

l-0
Q
 ¥(J 

Lesigne 
Q
明
4
回
二
P
哨
U\(J喝

同
小
。
十

l
割
弱

Q
l
ぷ
＊

\U
！
！
誕
禦
Q
幅
削
栴

Q:i;!S，
~
~
騒

l]llIIQ榔
Ql]ll日

賦
ベ

J＿
）
ド
包
4
く
Q
坦
融
溺
’
者
援
盟
＜
Q
世

~f,実
J
ド
（
v.148-150

）
ベ

j酬
栴
Q
畑

:l$:Qfoi;\(J
Q
盟

~.iW(v.
468-495) 

..¥JJ 
l<lt:Q1]1111鰍

う
る

llぷ
吋

!{aQ
t
も
ど
る
’
∞
閥
、
＊
.
.
.
＼
.
）
~
~
中
時
下
J!!-0話

ヨ
ヨ
伶

lベ
j定
吋
小
ベ

j皿
令
w
m
耳
鳴
Eド
ヰ
ヨ
ニ
吋
小
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S
 (v. 

166-173) 
M
 (141-147) 

Dist 
la 

pucele
:
“

O
r sui 

molt esgaree ;
 

M
a
i
n
n
e
 m

e
 la 

dunt tu 
m
'
a
s
 amenee. 

P
r
 coi 

m
e
 lais? 

Ja m
’as tu 

espousee. 

Q
u
e
 querras 

ore 
e
n
 estrange contree ?

 

Q
u
e
 porai 

dire 
ton pere n

e
 ta 

m
紅
e
?

S
e
m
p
r
e
s
 m

’aro
n

t d
e
 lor 

terre 
jetee. 

Puis m
’en

 irai 
c
o
m
 autre 

asoignentee. 

T
e
l
 honte arai 

jamais n’iere houneree.'’ 

Dist 
1i 

puchiele
:
“

O
r sui 

m
o
u
t
 eswaree ;

 

L
a
 m

’en
 reporte 

dont tu m
’as aportee. 

K
e
 quierras 

ore 
e
n
 estraigne 

contree ?
 

P
o
r
 coi 

m
e
 lais 

kant 
tu m

’as esposee? 

D
e
m
a
i
n
 serai 

d
e
 te 

c
a
m
b
r
e
 jetee, 

Puis m
’en

 irai 
c
o
m
m
e
 f
e
m
m
e
 esw.紅

白
：

T
e
l
 honte arai 

jamais n’ierc honoree.” 

ベ
j槌
吋

t-0。
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s
 (207-209) 

M
 (302-310) 

O
t
 le 

la 
bele, 

n
e
 cesse 

d
e
 plorer :

 
O
t
 le 

Ii 
biele, 

si 
laissa 

le 
plorer. 

“
F

rance Puchiele, 
por l’am

or Diu, 
Mierchit I

 

Lai m
’en

t aler, 
car 

tuit 
sont endorm

it.” 

“
S

ire,”
fait ele,“

or te 
c
o
m
m
a
n
t
 a

 D
e
 

“
V

a 
t'ent 

a
 D

iu,”
Ii biele 

respondit :
 

“
C

hius ert 
dolens ki 

toi 
engenuit, 

Si 
iert 

Ii 
m
e
r
e
 ki 

soef 
te 

norit 

E
t
 jou 

m
e
i
s
m
e
 ki 

l'avoie 
a

 marit; 

O
r
 verrai 

plait 
a

 grant 
duel 

departir. 

Q
u
a
n
t
 autrement 

n
e
 te 

puis retorner. ” 
O
r
 t’en va, 

sire 
kant n

e
 te 

puis 
tenir. 

：l＠由lt
制
栴
~
~
b
忠
畔
＿
）
~
語
審

1(J
1

 i叶
Z主
主
出

;1-\Qt-O.fミ
ゅ
制
鮮
や
ド
＂
＂
＇

{ill令
系
限
必
店
長
＼
＇

~~＿£＼壇上4
騒
い
吋
小
記

iぷ
吋

t-0。
神
~~IJ.t二

日
思
上
三
替
制
.k~.fミ

ベ
j

世
~'V

。
D
e

cest 
anel 

que jou 
ai 

departi 
Ceste moitie qu’en aumoniere ai 

ci, 
D

’ui e
n
 u
n
 a
n
 le 

renvoierai 
ci 

P
a
r
 u

n
 mesaige 

u
 m
o
i
 

se 
jou 

sui 
vis. 

S
e
 n
e
 revieng, 

puis 
pues prendre 

m
a
r
i
 ;

 Savoir 
porras que ales 

sui 
a

 fin.”
O

t 
le 

la 
bele ;

 si 
a

 jete 
u
n
 
cri :

 

Q
u
i
d
e
 sa 

m
e
r
e
 que 

ii 
juast 

a
 Ii.

“
B

e le,”
dist il,“

vous m
e
 voles hounir.”

P
ar D

i
u
 ”,

dist ele,”“
aies de 

m
o
i
 m

erci.”
“

S
ire

”,
dist ele, 

“
m

oult ai 
m
o
n
 cuer 

m
a
r
i
 ;

 Se
 m
o
i
 e
n
 poise 

pour coi 
m
e
 as 

plus 
vil ?

”“
C

ertes n
e
n
 ai

ヘ
c;ou

dit 
sains 

A
lessis,

“
A

ins 
vous 

a
i
m
 

plus 
que riens 

que Dius 
fesist, 

(…
) 
(S 
叶
＊
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｛
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ド
ニ
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Wa~ll]]

＜
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世
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~
キ
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盛
和
ト
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S
 (vv. 

307-315) 
M

 (311-319) 

S ’a 
ten 

consel 
le 

peusse 
trouver, 

S
’en ten 

conseil 
le 

pooie 
trover 



Qu'ensamble toi 
m
e
 laissaisses, 

aler, 

Ja 
m
e
 veroies 

g
e
n
t
e
m
e
n
t
 conreer, 

T
o
n
d
r
e
 m

e
s
 crins, 

u
n
回

pel
afubler, 

E
t
 prendre escerpe 

et 
u
n
 bourdon ferre ;

 

Servirai 
toi 

d
e
 tes 

dras 
relaver, 

N
e
 ja 

luxure 
n
e
 m'verras 

demener, 

N
e
 adultere, 

n
e
 autre 

putee.” 

“
N

on 
ferai, 

bele, 
ains 

te 
c
o
m
m
a
n
t
 a

 De, 

L
e
 glorious 

qui 
pour 

fu penes 

E
n
回

inte
crois, 

pour son pule sauver.” 

K’ensem
ble o

d
 toi 

m
’en laissasses 

aler, 

Ja 
m
e
 verroies 

g
e
n
t
e
m
e
n
t
 apriester, 

T
o
n
d
r
e
 m

e
s
 crins 

et 
w
i
m
p
l
e
s
 afubler, 

E
t
 prendre eskerpe 

et 
b
o
r
d
o
n
 acater :

 

T
o
i
 siervirai 

d
e
 tes 

dras 
relaver, 

E
n
 se 

k
e
 ja 

n
e
 te 

quier 
adeser 

N
e
 carnelment dales 

toi 
convierser. ” 

“
N

on 
ferai, 

biele, 
Jesus 

te 
puist 

sauver !
 

A
i
n
s
 te 

c
o
m
a
n
t
 a

 le 
virgene Marie, 

K
e
 des 

diables 
te 

port 
tel 

warandie 

K
e
 m
a
i
s
 n
e
 puisses 

iestre 
par iaus 

honie.” 

Q
 (v. 

126-136) 

“
S

ire, dit 
la 

pucelle, 
car 

m
e
 lessiez 

aller :
 

S,il 
vous plest, 

avec vous vouray m
o
n
 cors 

laser, 

N
e
 ja 

n
e
 quer a

 vous charnelment 
adezer. 

T
o
n
d
r
e
 feray 

m
e
s
 tresses, 

sire, 
s'il 

vous est 
h
o
n
 ;

 

P
o
u
r
 vostre 

a
m
o
u
r
 prenray l'escherpe 

et 
le 

bourdon: 

守
、
．

O'l 



V
o
s
 dras 

vous laveray 
quant e

n
 sera 

sesson. 

Alexis 
respondi 

d
o
u
c
e
m
e
n
t
 a

 bas son: 

“
M

a suer, 
vous d

e
m
o
u
r
r
e
z
 pour vostre 

onneur garder :
 

Je 
vorai 

la 
penance pour nous deus endurer. 

Jhesu Crist 
vous doint 

grace 
d
e
 vostre 

a
m
e
 sauver. ” 
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n
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u
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P
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F
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c
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十

i割
足
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心
哨
（

hl蝋
日
魁
初
＊
~
~
審
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(Pois 
li 

c
u
m
a
n
d
e
t
 les 

renges s’espethe E
t
 
u
n
 
anel. 

v. 
72-3) 
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十
ll割

WQCf.l叶
＃
\U~忍

\U併
ホ
ピ
塩
~
＊
神

~hl
Iヨトミミ」：ト吋•1'1.＋二

(Prist
u
n
 anel 

dont 
il 

l’o
t espousee, 

D
o
u
s
 pars 

e
n
 
fist 

al 
trencant 

de 
I

 

1’espee: 
L’une partie 

l'en 
a

 recoumandee, 
S
e
 
li 

pria 
qu’ele soit 

bien 
gardee ;

 S’on li 
demande, k’ele soit 

aprestee :
 E
m
s
a
m
b
l
e
 lui e

n
 

a
 l'autre 

portee, 
Q
u
e
 se 

jamais revient 
a

 sa 
contree 

E
t
 il 

li 
moustre les 

ensegnes prouvees, 
Que'l 

recounoisse 
entre 

li 
et 

sa 
mere. 
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～
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S
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1133-1139) 

E
t
 la 

moitie d
e
 l'anel 

ont 
trouvee, 

D
e
d
a
n
s
 
la
伺

rtre
tres 

bien envolepee, 

D
o
n
t
 la 

moitie 
li 

ot 
r
e
c
o
m
m
a
n
d
e
e
.
 

Ele 
l' ot 

bien estoie 
et 

gardee ;
 

M
 (v. 

1138-1143) 

E
t
 le 

moitiet 
de 

l'aniel 
ont 

trovee 

E
n
s
 e
n
 le 

cartre 
tres 

bien 
envolepee, 

D
o
n
t
 le 

moitiet 
li 

ot 
recomandee ;

 



II 
(Pape) 

Ii 
d
e
m
a
n
d
e
 :

 ele 
l'a 

aprestee :
 

O
n
 Ii 

d
e
m
a
n
d
e
,
 ele 

l'a 
aport白

：

L
’une part 

a
 a

 l’autre rajostee 

E
t
 nostre 

sire 
l'a 

tres 
bien 

rasoudee. 

II 
les 

assemble, 
si 

se 
sont 

acordees. 

Dist 
l'apostoiles :

“
C

est ensegne est 
prouvee.” 

Q
 (v. 

695-701) 

Q
u
a
n
t
 departi 

d
e
 lie 

son anel 
Ii 

coupa :
 

V
e
z
 e
n
 ci 

la 
moitie !”

L
a pucele 

cria 

Q
u
a
n
t
 ces 

m
o
z
 entendi :

 ・・
L
a
s
s
e
!

 ma
l
 etiree !

 

J’ay bien l’autre moitie 
trente 

et 
quatre 

ans gardee.” 

M
o
u
t
 dolente 

l'ataint. 
Tel vertu 

la 
journ白

Fist 
D
i
e
u
 que l'une 

pieche 
est 

a
 l'autre 

soudee, 

Si 
bien qu'il 

n’i parut c’onques fust 
departis. 
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a
n
u
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r
e
v
e
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a
b
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n
o
n
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＼
コ
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Ja 
iert 

e
n
 transe quant 

la 
pucele 
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A
d
o
n
t
 l'esgarde, 

si 
le 

vit 
empalir. 

E
t
 Ii 

espose 
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a
 saint 

Alexis :
 

“
S

ire
”,

dist ele,“
m

oult vous torble 
Ii 

vis” 
“

S
ire, fait 

ele,“
m

out vos torble 
Ii 

vis.” 
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“
C

hiertes, puchiele, 
or m

’aproce m
e
 fins. 

“
B

e le
”,

dist il,“
car pres 

sui 
d
e
 m

a
 fin. 

G
r
a
n
t
 paor ai 

por chou, 
le 

te 
plevis. :

 
G
r
a
n
d
 paour ai, 

car 
pres 

sui 
d
e
 morir. 

C
a
r
 or 

voi 
~
o
u
 que onques m

a
i
s
 n
e
 vi :

 

Vois k
e
 chi 

a
 de ches 

noirs 
a
n
e
m
i
s
 ;

 

Voi quantes m
a
i
n
s
 m

e
 voelent 

recuellir ;
 

Dolent chelui 
ki 

e
n
 lor 

m
a
i
n
s
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m
i
s
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H
u
i
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e
 m

e
 garist. 

D
i
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de m

e
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requis.
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m
a
i
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 martire 
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’i 
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m
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m
e
t
r
e
 e
n
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Q
u
a
n
t
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m
o
r
r
a
s
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i
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“
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Li 
apostoiles 

mist 
sa 

m
a
i
n
 a

 la 
cartre ;

 Sains 
Alessins 

la 
soie 

Ii 
alasque, 

Cil 
le 

rec;ut 
ki 

ert 
d
e
 R

o
m
e
 

ala 
droit 

la 
cartre :

 
Illuec 

fist 
Dieus u

n
 glorious 

miracle, 
Q
u
e
 d
e
 sa 

m
a
i
n
 

s ’en 
p
a
p
e
 :

 Q
u
a
n
t
 
il 

le 
tint 

si 
le 

moustra as 
autres. 

E
m
p
r
e
s
 
sa 

car 
ot 

vestue 
la 

haire, 
D
o
u
c
e
m
e
n
t
 
sert 

le 
A
 la 

pucele s’en ala 
a

 la 
place, 

E
n
s
 e
n
 son sain 

e
n
 son bliaut 

de paile :
 

glorious 
mirable ;

 Ele 
n
e
 veut c’om

 n
e
 f

 
e
m
e
 n
e
 l'sace ;

 Sa
 ins 

Innocens esperdi 
son coraige ;

 Si 
ot 

vergoigne 
des h

o
u
m
e
s
 d
e
 la 

place. 

Sains 
Innocens quant 

ot 
la 

cartre 
overte 

E
t
 vit 

les 
letres 

q
u
e
 Ii 

sains 
horn 

ot 
f

 
etes, 

A
 ins 

Ii 
E
t
 paour a

 k
e
 D
a
m
e
d
i
u
s
 n
e
 l’hace. 

T
o
u
t
 droit 

e
n
 v
a
 el 

sain 
de la 

pucele, Sous son bliaut, entre ses d
e
u
x
 mameles, U

 ele 
pleure mals et les 

escarpe 
que le 

peust 
espialre :

 

N
e
 si 

n
e
 sait 

c’a 
lui 

eust 
afaire 

M
a
i
s
 perdre 

e
n
 crient 

le 
glorious 

celeste. 
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日
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~
抑
制
ト
入
h
ロ
お
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w
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Ele
regarda 

les 
clers 

d
e
 la 

contree. 

soufraites 
Q
u
e
 Ii 

sains 
h
o
m
 sour 

le 
degre 

a
 traites. 

llH。同l1

11 
list 

la 
letre ;

 Ii 
autre 

Cil 
ert 

evesque 
et 

canceliers 
saint 

Pere. 
A

 saint 
A
m
b
r
o
i
s
e
 a

 la 
cartre 

livree. 

E
t
 
la 

l’escouterent. L
e
 n
o
n
 lor 

dist 
del 

pere 
et 

de 
la 
m
釘

e,
E
t
 ce 

celi 
que il 

ot 
espousee E

t
 
si 

lor 
dist 

de 
ques 

parens 
il 

ere :
 

Si 
les 

eusse 
“

S
ire

”,
dist ele, 

'‘que l’m
’avies 

tant 
celee ?

 
moitie d

e
 l’anel ont 

trouvee 
D
e
d
e
n
s
 la 

cartre 
tres 

bien 
envolepee, 
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a
 terre 
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pasmee. 

rendues 
et 

m
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Dezploier 
la 

cuida 
et 

vout 
lire 

sa 
vie :

 

M
e
z
 le 

dous Jhesu Crist 
n
e
 le 

consenti 
mie, 

6
6
0
 

C
a
r
 des m

a
i
n
s
 l'apostole 

la 
laitre 

s ’en
 yssy, 

O
u
 sa
担

a
la 

pucele 
par devant tous 

saly 

Q
u
i
 trente 

er 
quatre 

ans 
out atendu son mary. 

T
o
u
s
 ceus qui 

la 
estoient 

e
n
 furent 

esbahy. 

M
e
z
 le 

dous Jhesu Crist 
le 

fist 
pour 

e
n
閉
伊

ier

6
6
4
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回
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E
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o
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s
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E
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円
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m
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志
8
8
2
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目
。
3
5
E
4
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E
8
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言
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句
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O
B
o
o
E
E
g
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v
z
z
o
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E
m
O
ロ
自
民

E
m
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口
S
E
a
H
O
E
o
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目
。z
z
m
O
B
E
O

ロ
コ
M
O
B
B
ω
向
。

ロ
g
ω

ロ
O
田
町
内
円
。
民2
ρ

丘

Z
E
m
o

ロ
仲
間
》
一
】
釦
吉
田
仏

O
B
M
向
。
・

S

写
本
以
来
、
妻
の
胸
に
遺
書
が
舞
い
込
む
乙
の
奇
蹟
乙
そ
は
、
父
母
よ
り
も
人
は
妻
と
緊
く
結
ぼ
れ
て
い
る
事
を
示
す
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
神
の
前
に

聖
K
F
H
O
也
∞
と
結
ぼ
れ
た
妻
は
三
十
四
年
の
貞
節
夫
に
捧
げ
臨
終
に
際
し
て
話
を
交
す
乙
と
が
出
来
、
聖
地
か
ら
の
稼
欄
を
墓
に
植
え
る
こ
と
を
頼
ま
れ
、
遺

書
を
受
け
る
特
権
に
恵
ま
れ
る
の
で
あ
り
、
夫
に
去
ら
れ
た
妻
で
は
な
く
、
常
に
夫
の
信
頼
を
託
さ
れ
た
妻
な
の
で
あ
る
。
僧
侶
の

g
E
E

を
定
め
る
一

方
、
結
婚
を
神
の
創
造
に
加
わ
る
人
間
の
行
為
と
し
秘
蹟
と
し
て
認
め
る
カ
ト
リ
ッ
ク
に
於
て
は
、
教
会
で
結
ぼ
れ
た
と
向
山
田
と
U
m
仲
間
官
。
の
関
係
の
と
の

変
化
は
必
然
的
と
云
え
よ
う
。
又
、

一
方
に
は
十
一
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
の
聞
に
女
性
の
進
展
が
あ
っ
た
こ
と
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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民
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F
ω

目
立
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白
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o
P
R
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目
白
m
g

（
句
－FO

。
8
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）
と
云
わ
れ
た
「
ロ
ラ
ン
の
歌
」
のk
p
E
oも
写
本
♂
で
は

5
8
5

の
g
z
a

と
馬
に
の
っ
て
対
話
を
し
乍
ら
盟
ω
苫
ま
で
ロ
ラ
ン
と
兄
オ
リ
グ
ィ

エ
に
対
面
に
来
て
二
人
の
死
を
知
り
、
ベ
タ
ニ
ヤ
の
ラ
ザ
ロ
を
匙
え
ら
せ
給
い
し
神
に
祈
り
、
天
使
を
し
て
オ
リ
ヴ
ィ
エ
の
口
か
ら
語
ら
し
め
る
。
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。
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宮
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目2
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E
E
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4
・
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l
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N∞
）
そ
の
後
、
告

悔
僧
に
告
白
を
し
て
か
ら
死
ぬ
の
で
あ
り
回
色
。
と
の
み
云
わ
れ
て
い
た
〉
足
。
を
十
三
世
紀
末
の
パ
リ
写
本
は
描
写
し
て
冨
o
巳

E
Z
F

〉
E
o
a
g
己
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p
g

ロ
g
g

叶
同g
m
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同
仲
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ロ
o
E
巴
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E
E
m
o
z
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O
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O
E
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宮
ロ
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良
ロ
ぽ
伊
丹
件
O
E
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可
o
m
宮
凹
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（
司
・
4
・
8
8
1
8

∞
止
と
云
い
ロ
ラ
ン
の
遺
体
の
前
で
の
〉
E
o

の

H
V
E
E
Zも
長
く
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
変
る
。
武
勲
詩
で
も
聖
者
伝
で
も
女
性
は
十
一
世

紀
を
過
ぎ
る
と
蔭
の
人
物
で
は
な
く
な
っ
て
来
る
が
F
g

釘
宮
は
ラ
テ
ン
語
祖
本
の
枠
組
と
夫
が
聖
者
で
あ
る
と
云
う
制
約
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
女
性
の



~
詔
Q
側
照
会

J;t!
（＇寸u心

嶋
田
J
い
ニ

l-0ベ
J
m
H
ミヰミトoQr-i

.＼♀l-0。

起
!JE:＿）＋！~令部r

«
鍾

Paris 
1872 

G
a
s
t
o
n
 Paris 

&
 Leopold 

Pannier: 
L
a
 Vie 

de saint Alexis. 

Paris 
1933 

J. 
M
.
 M
e
u
n
i
e
r
 :

 L
a
 Vie 

de 
Saint Alexis. 

Paris 
1889 

A
.
 
A
m
i
a
u
d
:
 
L
a
 Legende 

Syriaque 
de 

St, 
Alexis. 

l'homme 
de 

Dieu. 

(
S
a
m
m
u
l
u
n
g
 romanischer Ubungstexte) 

T
u
b
i
n
g
e
n
 
19583 

Sankt Alexius. 
G. 

Rohlfs: 

C. 
Storey :

 L
a
 Vie 

de 
Saint Alexis (B

lackw
ell’s F

r
e
n
c
h
 Texts) 

O
x
f
o
r
d
 1958 

Contes 
Pieux en 

vers 
d
u
 X

IV
• siecle 

tires 
d
u
 Recueil 

intitute 
L
e
 L
e
 T
o
m
b
e
l
 de 

Chartrose, 
L
u
n
d
 1946 

W
a
l
b
e
r
g
:
 

ーl的。同｜｜

B
e
u
r
o
n
 
1929 

R
e
g
u
l
a
 Sancti 

P, 
Benedicti. 

Raphaele W
a
l
z
e
r
 :

 

Paris 
19656 

H
e
n
r
i
 I, 

M
a
r
r
o
u
 :

 Histoire 
d
e
 I' 

Education dans l’A
ntiquite. 

制
Ale玄

is
i担

Qi1n
哩
！
！
'"' 

lト
入
間

g;t!
Rohlfs 

握
’

れ
＇
＂
＇
入

Tく
同
g;t!

Paris-Pannier 
当
選
以
吋
（
＇

＋！~ミ
’
十

l
割
弱
（
L
.
A
.

V
 仲
＋
fl

Q
 1"'11"-入

κ
臨

L
a
 Chanson de 

R
o
l
a
n
d
 nel 

testo 
Q
t
も
さ
ま

Storey
の

Blackwell
’s
握
日
吋

r
+! ー

 Ch
a
n
s
o
n
 de 

Roland 
Q

 i1n HE:!! 
V

 4
包

G.
G. 

Quierazza :
 

L
e
 Texte 

de 
Paris 

1
9
4
7
日
吋
（
＇
+!o 

assonanzato f
r
a
n
c
o

・italiano,
Torino 

1952, 
P
包

R.
Mortier: 


